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複合コンテンツサービス：
消費者指向のインターネットビジネス協調モデルの提案

倉 光 君 郎† 坂 村 健†

本論文は，ECコンテンツの複合コンテンツサービスを用いた消費者指向のインターネットビジ
ネス協調モデルについて提案する．そのモデルでは，インターネット上の中間業者が第 3者の提供
する商品やサービスの情報をパッケージ化することにより，電子的な複合商品の作成を可能にする．
逆に消費者は，そのパッケージを複数のインターネット企業の協調サービスとして利用できる．我々
は，XMLベースの複合 ECコンテンツモデリング言語 PCO（Portable Compound Object）/PCL
（Portable Composite Language）を設計した．本論文では，PCO/PCLによってインターネット
上をまたがって複合コンテンツ型協調ビジネスを構築可能であることを報告する．

Compound Content Service Enables Customer-oriented
Business Collaborations across the Internet

Kimio Kuramitsu† and Ken Sakamura†

This paper proposes a new collaborative business framework of XML-based intermediary
services, called Compound-Content (CC) service. In this service, any intermediaries can
create electronic packaged merchandise by combining third-parities’ electronic catalogs. The
customers online can use the packages as the combinations of multi-vendors’ services. We have
also developed a new XML-based commerce language, Portable Compound Object/Portable
Composite Language, which has a modeling facility to represent the compound content se-
mantically and safely. This paper addresses that PCO/PCL-based compound catalogs enables
flexible customer-oriented business collaborations on Internet commerce.

1. は じ め に

Web 技術の急激な発展と普及は，多くの電子商店

（electronic storefronts）を誕生させ，電子商取引を

促進してきた1),10)．しかし，従来の HTMLカタログ

ベースの電子商店は，電子商店間の商品やサービス

の情報が共有しにくく，付加価値的なビジネス協調

サービスの構築が困難であった．そのため現在では，

XMLを応用した電子商取引（XMLコマース）が，イ

ンターネットビジネス間で商品やサービスの意味情報

（semantics）の交換を促進し，企業間アプリケーショ

ンの統合を進める基盤技術として高い注目を集めてい

る2)．

XMLコマースへの期待は，同時に，電子中間業者

（electronic intermediaries）の重要性も増大させてい

る3)．現在の中間業者にとって，インターネット上の
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複数のビジネスに対し，どのように連携や協調関係を

提供し，商店–消費者間のマッチメイキング（match-

making）を促進させていくべきか，より大きな課題と

なったといえる．我々は，電子中間業者の役割を「消

費者指向のビジネス協調の提供者」と位置付け，本論

文では，複数の商店や中間業者が共通の消費者に対し

て，インターネット上で協調して付加価値サービスを

作成可能な XML技術の枠組みを新たに提案する．

伝統的な電子中間業者の構築モデルは，ソフトウェ

アエージェントを用いた複数の Web サイトの集積

（aggregation）や連邦（ federation）である4)．たとえ

ば，Andersen Consultingの BargainFinder5)は，最

も初期タイプのエージェント型中間業者で，複数の業

者に対するカタログ検索を可能にした．さらに，Coy-

ote分散型モールでは，複数のバーチャルモールに対

する注文を中継するエージェントが提案されている6)．

さらに XML 技術は，誤解なくカタログや注文表を

解釈可能にするため，ソフトウェアエージェント型中

間業者の機能を強化すると期待される2)．しかし，ソ
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フトウェアエージェント型の中間業者は，規模や応用

性において限界もある．たとえば，現在のエージェン

ト技術は不特定多数の取引相手と信頼ある取引を行

うのに適さず，あらかじめオフラインの業務提携が

必要なケースが多い．さもなければ，単なる価格比較

（comparison-shopping）だけになり，商店側に著しい

デメリットを与える危険性もある7)．

本論文では，オンラインビジネス協調を仲介する新

しいアプローチとして，「複合コンテンツサービス」と

名付けたインターネット上で電子的な「パック商品」

を作成する枠組みを提案する．複合コンテンツサービ

スでは，中間業者は第 3 者の提供する ECコンテン

ツ（商品やサービスの情報）を複合コンテンツとして

パッケージ化でき，それを消費者に提供できる．逆に

消費者は，複合 ECコンテンツを複数のインターネッ

トビジネスの複合サービスとして利用することができ

るようになる．

我々は，複合 EC コンテンツのデータモデルとし

て PCO（Portable Compound Object）を提案して

きた14)．PCL（Portable Composite Language）は，

XMLベースのPCOコンテンツの表現形式であり，複

合コンテンツの意味記述，完全性の保証や上書き機能，

メッセージング機能を備えている．我々は，民間企業

と協力して進めた「次世代型デジタル・チケット利用

システム実験」において，PCLを用いた複合コンテ

ンツサービスの構築実験を行った．本論文では，その

実験結果を報告し，複合コンテンツサービスの可能性

を示す．

本論文の構成は次のとおりである．2章は，複合コ

ンテンツサービスの概念を述べる．3章は，PCL言語

の設計について述べる．4章は，PCO言語のショッピ

ングシステムのプロトタイプシステムについて述べる．

5章は，サンプル記述を用いた複合コンテンツサービ

スの実験結果について報告する．6章では，本論文を

総括する．

2. 電子市場と複合コンテンツサービス

電子市場（electronic marketplace）は，電子化さ

れた複数の商店やビジネスが集まり，相互運用性

（ interoperability）を活かしたサービスを提供するコ

ンピューティング環境である．本章では，電子市場アー

キテクチャの観点から，複合コンテンツサービスの構

想を述べる．

2.1 PCO電子市場アーキテクチャ

我々は，電子商取引の基本機能（ECコンポーネン

ト）として，次の 4種類に大別している．

( 1 ) コンテンツ提供機能（content supplier） 商

品やサービスの情報を第 3者と共有可能な形式

（スキーマなどで制約された意味記述）で表現

する．

( 2 ) マッチメイキング機能（match-making） コ

ンテンツ提供と消費者の需要を結び付ける（例；

検索や Recommendation System）．

( 3 ) 消費者エージェント機能（consumer agent）

消費者のオンラインショッピングを支援する（例；

「買い物かご」，電子財布，個人プロファイルマ

ネージャ）．

( 4 ) トランザクション処理機能（transaction）

消費者からの商品やサービスに対するリクエ

スト（受注，支払，配送）を確実に処理する．

現在のインターネット上では，電子市場アーキテ

クチャは，仮想商店街（virtual mall）に代表される

「モール型」が主流である10)∼12)．モールでは，複数

の商店が単一のモールWebサイトに集合してコンテ

ンツを提供し，モール主催者（coordinator）は商店間

の協調サービスとして，中央集権的にマッチメイキン

グ，消費者エージェント，トランザクション処理機能

を提供している（図 1）．

我々は，4種類の EC機能をインターネット上で独

立分散的に構築，共有可能な電子市場アーキテクチャ

として，「PCO電子市場アーキテクチャ」を提案して

きた．PCO電子市場アーキテクチャは，ポータブルで

転々流通可能な ECコンテンツモデリング言語 PCO

（Portable Compound Object）を各 EC機能間の共

通言語（ linga franca）として用いる．

PCO電子市場アーキテクチャでは，各 EC機能は

PCO言語の操作として次のように表現される．

1. PCOコンテンツの作成 商店は，商品やサービ

スの情報を ECコンテンツとして PCO言語で記

述する．

2. PCOコンテンツの配布 中間業者は，商店から

消費者へ PCO コンテンツを配布する．このと

き，PCOコンテンツは電子署名によって完全性

が保証されるため，インターネット経由（HTTP，

SMTPなど）や物理メディア（CD-ROM）など，

配布形態に依存しない形で配布できる．PCOコ

ンテンツのカテゴリ化や検索などの専門サイトの

登場も可能となる．

3. 消費者エージェント 消費者は，専用の ECブラ

ウザを用いて，PCOコンテンツのカタログ表示

を行うことができる．

4. トランザクション処理 ECブラウザは，PCOコ
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図 1 モール型電子市場と PCO電子市場アーキテクチャの比較
Fig. 1 The comparison view of traditional mall-based marketplace and PCO

Electronic Market Framework.

図 2 概念的な複合コンテンツサービスの例
Fig. 2 The conceptual example of compound content service.

ンテンツから新しく受注票などを作り出し，メッ

セージ型トランザクション処理を行える．送り先

は，PCOコンテンツの提供者以外にも，専門の

受注&決済，配送サービス業者を指定することが

できる．

我々は，PCO電子市場アーキテクチャを既存のモ

ール型電子市場と対立するものと位置付けていない．

PCO言語は，部分的に採用することで，段階的にイ

ンターネット上にまたがる電子市場に拡張できるよう

に設計されている（文献 13)は，PCO電子市場アー

キテクチャのより詳しい報告である）．

2.2 複合コンテンツサービス

PCO電子市場アーキテクチャの独自性は，独立分散

的に機能する各 EC機能を管理する中央コーディネー

タを必要としない点である．複合コンテンツサービス

は，独立分散的な商店間に新たな協調サービスを構築

するための枠組みとして位置付けられる．

定義 複合コンテンツサービス（compound content

service）は，協調的なビジネス関係を電子的なパック

商品として実現するサービスであり，具体的には第 3

者の提供する商品情報やサービスを表現した PCOコ

ンテンツから複合コンテンツを作成することである．

2.2.1 シナリオ「パック旅行」

我々は，複合コンテンツサービスを具体的に検討す

るため，様々なビジネスシナリオを想定し，議論を行っ

てきた．本項では，最も典型的なシナリオ「パック旅

行（Packaged Tour）」を用いて，複合コンテンツサー

ビスを説明する．図 2は，パック旅行のシナリオを概

観している．

( 1 ) チケット販売業者は，コンサートのチケット情

報を PCOコンテンツとして提供する．

( 2 ) ホテル業者は，ホテル予約情報を PCOコンテ

ンツとして提供する．

( 3 ) 旅行代理店（中間業者）は，チケット情報とホ

テル予約情報を組み合わせて，「宿泊付きコン

サート」パッケージ商品（複合 PCOコンテン

ツ）を開発する．旅行代理店は，複合化手数料

も PCOコンテンツとして含めることができる．
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また，旅行代理店は，提携関係のあるホテルの

予約情報に対して，「パック旅行」によるディス

カウント価格を加えることもできる．

( 4 ) 旅行代理店は，複合 PCOコンテンツを消費者

や他の業者に提供する．

( 5 ) 消費者は，複合 PCOコンテンツの記述に従っ

て，チケット再販業者，ホテル業者，旅行代理

店に分散的受注処理を行う．

注意：チケット再販業者と旅行代理店は，オフライン

上で提携関係を持たないため，複合化のみ許可され，

カタログ情報の書き換えは禁される．

複合コンテンツサービスの重要なコンセプトは，「自

由な複合性」である．つまり，HTML文章が他のド

キュメントに対して自由にリンク可能であったのと同

様に，複合コンテンツの作成者は，特別な了解なしに

第 3者のコンテンツを自由に複合することが認められ

ている．そのため，旅行代理店は，コンテンツ提供者

（ホテルやチケット販売店）と消費者間のトランザク

ション処理を代行する義務はなく，純粋にパッケージ

の組合せのみ責任を負う．この特徴は，複合コンテン

ツの作成者の負担を減らし，その参入を促進する．

2.2.2 複合コンテンツサービスの効果

複合コンテンツサービスのビジネス効果を定量定性

的な分析を行うのは，残念ながら本論文の領域を越え

ている．本項では，パック旅行シナリオから期待され

る明らかなメリットを商店（第 1コンテンツ提供者），

中間業者，消費者の観点から述べるに留める．

• 商店は，商品やサービスの情報の配布経路がWeb

サイトベースからコンテンツ文脈型へと多様化す

る．特に，複合コンテンツとして作成された魅力

的なパッケージは，それぞれのパッケージ化され

たコンテンツの商品価値を高める．

• 中間業者は，実世界で商品を販売していない業者
も，自由に「魅力的な商品の組合せ」を売ること

ができる．加えて，格付けや広告などの付加価値

サービスも複合 ECコンテンツの枠組みで表現す

ることができる．

• 消費者は，インターネット上に分散した商品のう
ち，関連性の高い商品を簡単に探せるようになる．

さらに，信頼できる中間業者が作成した複合商品

なら，たとえ未知の商店が提供している商品が含

まれていても，安心して購入することができる．

複合コンテンツサービスでは，複合コンテンツに対

して消費者が注文処理を行うまで，複合化手数料を含

め，商店間の取引が発生しない．この点で，従来の電子

商取引の基本的な枠組み（Business-to-Businessおよ

び Business-to-Consumer）とは異なる．我々は，複数

の専門業者が共通の消費者に対して，ネットワーク上

で協力的に付加価値サービスを構築する点から，消費

者指向のビジネス協調（Customer-oriented Business

Collaboration）という新しい枠組みとして複合コン

テンツサービスを考えている．

2.3 技術的な要求

複合コンテンツサービスは，PCO電子市場アーキ

テクチャの共通言語 PCO の EC モデリング機能に

よって実現される．逆に PCO言語は，複合コンテン

ツサービスを実現するため，消費者エージェントを挟

んで，次の 2つの異なるビジネスインタラクションを

表現することが求められる．

(a) 複合コンテンツサプライチェーン16) 複合コン

テンツの作成や流通で表現される非同期的なト

ランザクション処理．個々のコンテンツの完全性

（ integrity）保証や複合セマンティクス間の委任

修正（authorized modification）の機能も必要と

なる．

(b) 複合分散トランザクション処理 複合 PCOコ

ンテンツを解釈し，複数のコンテンツ提供者に対

して，発注などの同期的なトランザクション処理

を行うことが可能なメッセージング機能が必要で

ある．

3. Portable Composite Language

複合コンテンツサービスは，我々が新しい EC コ

ンテンツモデリング言語PCO（Portable Compound

Object）を設計する動機となった．本章では，PCO

コンテンツの XML表現形式である PCL（Portable

Composite Language）の実装を述べる．

3.1 概 要

ECコンテンツモデリング言語において最も重要な

要素の 1つは，意味記述（semantic representation）

である．意味記述とは，たとえば 1000という数字に

価格や重さを表す意味修飾子（qualifier）をつけるこ

とで，ネットワークを交換したデータがお互いに誤解

することなく，機械的に処理できるようになる．

PCOモデルの特徴は，意味修飾子とデータタイプ

（datatype）を完全に分離する点である．PCO の実

装である PCLは，意味修飾子とデータ構造を別々の

XML名前空間で表現する．そのため，PCLでは任意

のXMLモジュールに意味付けすることも可能である．

次のXMLソースは，完全なPCOコンテンツ（PCL

文章）の例である．文字列 "東西ホテル" に対して

Name，日付 "2000.01.16" と "2000.01.17" の多値
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構造に対して，Dateのセマンティクスタグを付加し

ている．

<?xml version="1.0" ?>

<d:PCO xmlns:s="pco-semantics" xmlns:d="pco-data">
<s:Name type="string">東西ホテル</s:Name>

<s:Date type="date">
<d:set>

<d:val>2000.01.16</d:val>
<d:val>2000.01.17</d:val>

</d:set>

</s:Date>

</d:PCO>

PCO 言語では，Nameや Dateの意味仕様は，ス

キーマによって定義される．しかし一般に，インター

ネットのような分散環境において，複数のビジネス間

でスキーマ相互運用性（schema interoperability）を

保証することは技術的困難をともなう15)．PCO言語

は，分散型オブジェクト指向スキーマ言語（PSL: PCO

Specification Language）を PCLの上位言語として

用いることで，相互運用性を提供する．ただし本論文

では，紙面の制約上，PSLやスキーマモデルの詳細は

述べない．興味のある読者は，論文 14)を参照してほ

しい．

表記（名前空間） 本論文では，読みやすさのため，今

後，PCLのセマンティクス要素に対して s名前空間，

PCO言語としてあらかじめ定義されたデータ構造に

対して d名前空間を用いる．また，PCLでは，PCO

コンテンツの共通的な管理情報を表現するため，メタ

セマンティクスも定義され，本論文では m名前空間

を用いる．

3.2 PCL署名と正準化ハッシュ

インターネット上を流通するPCLコンテンツを改ざ

んから保護するため，電子署名技術は必須である．現在，

XML電子署名は，W3C-IETFグループを中心に活発

な標準化議論が進められている18)．我々は，標準化動

向に関心を寄せながらも，独自の正準化（canonical）

ハッシュ技法を PCLコンテンツの署名に導入した．そ

の骨組みは以下のとおりである．

1. セマンティクス（s，m）要素 並び順は，意味記

述の内容性に影響しないので，アルファベット順

のソートする．

2. データ構造（d）要素 データ構造ごとに定義さ

れた正準化（たとえば，文字列は UTF8に変換）

に従う．

3. それ以外の XML要素 基本的に無視する．つま

り，他の XML文章と混在させてもハッシュ値に

は影響しなくなる．

次の抜粋は，XML署名が発行付きの PCLコンテ

ンツである．

<d:PCO

id="00000001-0AA400F0:A44EECA8-
8C2D9559-F7E4640C-32812FAC">

<s:Date type="date">
<d:set>

<d:val>2000.01.16</d:val>
<d:val>2000.01.17</d:val>

</d:set>

</s:Date>

<s:Name type="string">東西ホテル</s:Name>

</d:PCO>

<dsig:Signature>

<dsig:SignedInfo> .. </dsig:SignedInfo>

<dsig:SignatureValue>KK3KA+xZcGaXpT7U15m
BluZy5vEtUXlGaAry1hkKn0vGeJ/GjOyI6+t1NvPgnj
97dVRteel9/xJnXCBTyM6H7Q==</dsig:Signature

Value>

</dsig:Signature>

PCL署名の特徴は，独自の正準化ハッシュ値をコ

ンテンツ ID として，id 属性に採用している点であ

る．id属性は，著者 ID（00000001），コンテンツ ID

（0AA400F0），そしてハッシュ値（A44EECA8-8C2D9559

-F7E4640C-32812FAC）の 3 フィールドからなり，

PCLコンテンツを普遍的に識別可能なように設計さ

れている．

3.3 複合セマンティクス表現

PCL言語では，PCOコンテンツ自体をセマンティ

クス要素（s）で意味修飾することで，複合コンテン

ツを「埋め込み（embedded）コンテンツ」として表

現できる．次の抜粋は，PCOコンテンツが Hotelセ

マンティクスの中に埋め込まれた例である．

<s:Hotel>

<d:PCO id="...">

<s:Name type="string"> 東西ホテル</s:Name>

<s:Date type="date"> 000.01.16</s:Date>
</d:PCO>

</s:Hotel>

PCL言語は，直接的な「埋め込みコンテンツ」に

加えて，複合表現として次のような階層構造（nested

structure）も定義している．

<s:Hotel>

<s:Name type="string"> 東西ホテル</s:Name>

<s:Date type="date">2000.01.16</s:Date>
</s:Hotel>

PCL言語の特徴は，埋め込みと階層表現を複合セマ

ンティクスとして，まったく同義的に解釈する．我々

は，複合セマンティクスの表記において，ピリオド（ .）
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表 1 複合セマンティクスの例
Table 1 The example of composite semantics.

複合セマンティクス セマンティクス値
Hotel.Name 東西ホテル
Hotel.Date 2000.01.16

記号を連結子に用いて表す．表 1は，上述の 2種類の

複合表現を解釈した値である．

3.4 上書き機能

PCL言語のサポートする 2種類の複合セマンティ

クス表現は，著作者レベルが異なる．つまり，階層表

現は同じ著者が記述した複合セマンティクスであり，

埋め込みは異なる著者のコンテンツを複合したことに

なる．埋め込まれたコンテンツは，PCL電子署名に

よって保護されるからである．

PCLの特徴は，埋め込みコンテンツに対する階層

表現による上書き（overriding）を導入している点で

ある．つまり，階層表現は，埋め込まれたコンテンツ

の電子署名の保護外であるため，オリジナルコンテン

ツの改ざんなしに複合セマンティクスを書き直すこと

ができる．次の抜粋は，複合セマンティクス表現の上

書きを例示している．

<s:Hotel>

<d:PCO id="...">

<s:Name type="string"> 東西ホテル</s:Name>

<s:Date type="date" override="ALL">
2000.01.16

</s:Date>

</d:PCO>

<s:Date type="date"> 2000.01.17 </s:Date>

</s:Hotel>

上書き機能は，埋め込み表現と階層表現の名前衝突

を発生させる．たとえば，上記の例では Hotel.Date

は，名前衝突している．PCL言語では，次の 2つの

例外以外は，埋め込みコンテンツの値を優先する．

1. 同一著者の場合 もし埋め込みコンテンツと階層

表現の著者が同じ著者 ID（ id属性）であれば，ネ

スト表現の値が優先される．

2. 明示的に許可された場合 PCL 言語は，上書

きに対してセマンティクス単位で許可/不許可

（permission）を制御することができる．上書き

の制御は，override 属性で行い，この属性自体

は PCL署名によって保護されている．たとえば，

override="ALL" は，任意の複合コンテンツの

作者に対して上書きを認めることを意味する．

注意：我々は様々なビジネス提携モデルに対応できる

パーミッション制御構造も検討している．ただし，現

在は，単純に著作者 ID対してのみ制御できる．

3.5 メッセージング機能

電子カタログ記述言語は，HTMLフォームと同様

に，注文などのメッセージング処理を表現する機能が

必要である．PCL言語は，特殊なセマンティクス値

の表現として <d:form> コンテナを定義している．

<d:PCO id="00000001-
0AA400F0:A44EECA8-8C2D9559-F7E4640C-
32812FAC">

<s:Ordering type="class/Order">
<d:form type="order" sendTo="uri">
<d:param name="Quantity" type="number" />

<d:param name="Date" type="date" />

</d:form>

</s:Ordering>

<d:PCO>

<d:form> コンテナは，オリジナルの PCOコンテ

ンツを「下書き」とした新しい PCOコンテンツを作

成するテンプレート定義である．たとえば，上記の

<d:form> コンテナからは，次のような新しい PCO

コンテンツが作成される．PCL 言語は，PCO コン

テンツ自体への上書きもサポートしており，カタログ

の空欄セマンティクスを埋める形で，発注票を作成で

きる．

<d:PCO>

<d:PCO id="00000001-0AA400F0:A44EECA8-
8C2D9559-F7E4640C-32812FAC"/>

<m:Type> order </m:Type>

<m:sendTo> uri </m:sendTo>

<s:Quantity type="number">1</s:Quantity>
<s:Date type="date">2000.01.16</s:Date>
<d:PCO>

<d:PCO>

さらに，<d:form>コンテナは，sendTo属性を用い

て，送信先の指定が行える．PCL言語では，<d:form>

コンテナから動的に生成された PCOコンテンツをト

ランザクション処理用のメッセージとして指定された

URIに送信できるように設計されている．

3.6 ま と め

本章では，PCOコンテンツの XML表現形式であ

る PCL言語について，複合セマンティクスや上書き

機能，メッセージング機能について述べた．PCLは，

従来の XMLベースのコマース言語と比べ，複合コン

テンツサービスをモデリングする機能を持っている点

が特徴である17)．

4. プロトタイプ実装

我々は，Java2プログラミング言語を用いて，PCO

言語システムや複合コンテンツサービスの実験プロト
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図 3 OpenBasketを用いた買い物の様子
Fig. 3 Shopping using OpenBasket.

タイプシステムの開発を行ってきた．本章では，PCL

プロセッサの実装と PCLプロセッサを組み込んだ消

費者エージェントシステムの実装について述べる．

4.1 PCLプロセッサ

我 は々，JavaアプリケーションからPCOコンテンツ

の意味アクセスを容易に行うため，PCLプロセッサを

ライブラリとして作成した．PCLプロセッサは，PCL

ファイルのエンコード/デコードだけでなく，PCL言

語のセマンティクスとデータ構造を解釈して，ツリー

状の意味空間（semantic space）を構成する．そして，

複合セマンティクスをキーにして，セマンティクス値

を取り出すことができる．

PCLプロセッサは，現在，PCOクラスに各種アク

セスAPIを統合して設計してある．次の Javaソース

は，「3.5 メッセージング処理」の <d:form> から注

文票を作成し，送信する処理をコーディングした例で

ある．

PCO pco = PCLParser.load("catalog.pcl");

PCO order = pco.readPco("Ordering");

order.updateNumber("Quantity", 1);

order.update("Date", "date", "2000.01.16");

order.submit();

注意：PCO コンテナ（データ構造）は，文字列や

<d:set>のように静的にセマンティクス値の構造を表

すものと，<d:form> のように動的な評価結果がセマ

ンティクス値となるものの 2種類存在する．PCLプ

ロセッサは，意味アクセスとして，両者を区別するこ

となしに操作できる．

我々は，PCLプロセッサを Javaアプリケーション

に組み込むことで，現在までに GUIベースのPCOエ

ディタやコンバータなど，オーサリング環境を開発し

てきた16)．

4.2 OpenBasket

OpenBasketは，我 が々開発したGUIベースの消費

者エージェントのプロトタイプ実装である．消費者は，

PCOコンテンツを選択してショッピングカートに入

れ，そのカタログ表示や一括受注処理が実行可能であ

る．もちろん，PCOコンテンツの低レベル操作は，組

み込まれた PCLプロセッサが行う．OpenBasketを

用いたショッピング手続きは，次のとおりである（図

3参照）．

1. 消費者は，購入を希望する PCO コンテンツを

探し，OpenBasket の「買い物かご」に入れる．

OpenBasketは，「買い物かご」内のコンテンツの

一覧を表示する．

2. 消費者は，注文（Check Out）ボタンを押したと

き，OpenBasketは，PCOコンテンツ記述に従っ

て同時に「買い物かご」内のすべてのコンテンツ

の注文処理を始める．

OpenBasketの特徴は，商店や商品のナビゲーショ

ンから独立している点である．つまり，OpenBasket

は，買い物専用のクライアントであり，PCOコンテ

ンツの入手は，他のインターネットアプリケーション

（Webブラウザやメールクライアント）で行い，それ

を選んで購入する．そのため，OpenBasketと他のア

プリケーション間のシームレスな連携が重要になる．

現在では，OS依存の連携機能は専用のアダプタプロ

グラム上に実装し，ソケット通信を介して，アプリ
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ケーション間の PCOコンテンツの受け渡しを実現し

ている．

我々は，将来的には，OpenBasketを，電子財布機

能やユーザプロファイル，電子レシートや発送確認

（shipping trace）などを備え，オンラインショッピン

グに関する様々な消費者活動（consumer behaviors）

を統合的に支援できる EC専用ブラウザの開発を進め

る計画である．

5. 実験と評価

我々は，民間企業と協力して進めた「次世代型デジ

タル・チケット利用システム実験」において，複合コ

ンテンツサービスの初期的な実験（PCO複合コンテ

ンツの作成と受注処理）を行った．本章では，その実

験で使用したサンプルコンテンツ☆を用いて，PCO言

語が複合コンテンツサービスを実現できることを評価

する．

5.1 実 験 環 境

まず，2章の「パック旅行」を単純化したビジネスシ

ナリオを用意した．そこでは，ホテル業者とチケット

販売店が存在し，それぞれホテル宿泊情報とコンサー

トチケットの PCOコンテンツを提供している．その

環境において，実験は，次の手順で行われた．

1. コンテンツ抽出 チケット販売店は，ホテルの

Webページから PCOコンテンツを切り出す．

2. パッケージング チケット販売店は，宿泊付きコ

ンサートチケットを作成し，ホテル情報に宿泊日

を上書きする．

3. 発注処理 消費者（エージェント）は，宿泊付き

コンサートを注文するとき，ホテルとチケット販

売店に対し，独立分散的に発注する．

以下，実験結果を順番に報告する．

5.2 コンテンツ抽出

ホテル業者は，ホテル情報を提供する HTMLペー

ジ中で，PCOコンテンツ（PCL）をセマンティクス

情報として埋め込んで提供する．図 4は，ホテル業者

が提供しているHTML/PCLカタログをインターネッ

トブラウザで閲覧した様子である．図 5は，そのカタ

ログのソースコードで，電子署名つきのPCL文章（太

字の部分）が埋め込まれている．PCLは，HTML3.2

によるレイアウトに影響することなく混在さて配布す

ることができる．

チケット代理店は，HTML/PCLカタログから PCL

☆ 実験では，実在するホテルやチケット情報を用いて複合コンテ
ンツを作成した．しかし本論文では，架空のデータとして編集
してあるので注意してほしい．

図 4 HTML/PCLカタログのブラウザ表示
Fig. 4 A web browser view of HTML/PCL catalog.

図 5 図 4のHTMLソース（抜粋）
Fig. 5 HTML mixed with PCL semantic data.
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図 6 サンプルパッケージ商品
Fig. 6 A sample description of composite catalog “Concert Tour”.

ホテル情報だけ抽出し，複合コンテンツとして再利用

する．PCLは，独自の正準化ハッシュ機能のおかげ

で，カタログのレイアウト構造に依存せず，正しく電

子署名を検証することができる．そこで，ホテルが提

供するオリジナルコンテンツとチケット代理店が再利

用したコンテンツの PCO言語レベルでの同値性は保

証された．

5.3 パッケージング

チケット代理店は，コンサートチケットと抽出した

ホテル情報をパッケージ商品として複合化する．図 6

は，作成したパッケージコンテンツを表している．チ

ケット販売店は，そのとき，次の付加情報も追加する．

• ホテル宿泊日を記入する．（Hotel.Date)

• 価格をディスカウントする．（Hotel.Price)

本実験では，ホテル業者とチケット販売店は，前もっ

て提携関係がないものとしていた．そのため，ホテル

は宿泊日の上書き（Date）のみ許し，ホテル価格の

第 3 者のディスカウントは禁止している．このパー

ミッション制御は，ホテル業者の電子署名で保護され

た override属性で行われ，チケット販売店は変更でき

ない．したがって，PCLプロセッサによる最終的な

意味アクセスの結果は，表 2のとおりである．

5.4 発注メッセージの作成

消費者エージェントは，複合コンテンツの Ho-

tel.Ordering と Event.Ordering を順次呼び出して，

発注メッセージを作成する．たとえば，ホテル用の発

注メッセージは次のとおりである．消費者エージェン

トによって，複合コンテンツの上書き情報や消費者の
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表 2 上書き値の意味アクセスの結果
Table 2 The final value of overridden scripting.

複合セマンティクス セマンティクス値
Hotel.Date 2000.01.20

Hotel.Price 30000

入力項目は自動的に追加されている．

<d:PCO>

<d:PCO id="00000000-04CC8001:13AC2BA8-
888076EB-79E9AD62-F36499AB "/>

<m:Type>order</m:Type>
<m:sendTo> http://hotel/cgi-bin/order.cgi

</m:sendTo>

<s:Room>single</s:Room >

<s:Date type="date">2000.01.20 </s:Date>

</d:PCO>

</d:PCO>

発注トランザクションが実行（submit）される

と，消費者エージェントは <m:sendTo> が示す

サイト（http://hotel/cgi-bin/order.cgi）に対して，

CGI/MIME転送を用いて，メッセージを送信する．

注意：厳密にいえば，複合コンテンツは，分散的な発

注処理がアトミックに完了したとき，本来のパッケー

ジ商品の意義が成り立つ．そのため，我々は，現在 2

相コミットプロトコル19)を応用したアトミック性の保

証を検討し，その性能評価も進めている．

5.5 ま と め

本章では，サンプル記述した複合 PCOコンテンツ

を用いて，「複合コンテンツサプライチェーン」と「複

合分散トランザクション処理」の実現可能性を示した．

1. 複合コンテンツサプライチェーン チケット販売

店は，中間業者としてホテル予約情報をパッケー

ジ化した複合コンテンツを消費者に提供できた．

2. 複合分散トランザクション処理 消費者は，複合

コンテンツを解釈し，チケット販売店とホテル業

者に対して，それぞれの受注メッセージを作成し，

中間業者を介せずに送信することができた．

6. 結 論

パッケージ商品は，実商取引において最も重要でよ

く活用されるビジネスモデルの 1つである．本論文の

貢献は，XMLを利用した電子商取引において，オン

ラインビジネス協調関係の構築手段として，複合 EC

コンテンツを作成する枠組み（複合コンテンツサービ

ス）を提案したことである．

我々は，複合コンテンツサービスを実現するための

ECコンテンツモデリング言語として PCO言語を開

発してきた．本論文では，PCOコンテンツのXML表

現形式であるPCL（Portable Composite Language）

を説明し，その複合コンテンツの作成機能，完全性や

上書き，メッセージング機能を報告した．また，サン

プルコンテンツ記述を用いた実験により，PCLによっ

て複合コンテンツサービスを構築できることを示した．

本論文は，複合コンテンツサービスの初期的な実証

結果の報告である．PCO電子市場アーキテクチャや

複合コンテンツサービスは，大規模なシステムであ

り，我々はその全体的な枠組みを示すことしかできな

かった．今後も，PCO言語のモデリング機能や表現

力の議論を深めるだけでなく，オーサリングシステム

やショッピングクライアントなどの商店や消費者を支

援するシステムの開発と評価をする予定である．さら

に，我々は，複合コンテンツサービスをよりビジネス

的に魅力あるものにするため，マイクロペイメント技

術を適用した複合化手数料の自動課金システムを，分

散トランザクション処理の基盤技術の確立とあわせて

検討している．

最後に，我々は学術研究の立場から，公的な新しい

社会情報基盤システムの設計を目指してきた．今後は，

実際に電子商取引で活躍されている方々の幅広い意見

をうかがいながら，本格的な複合コンテンツサービス

の実用実験を進めたいと考えている．
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